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議事録（要旨） 

開会 

 

（新幹線公共交通参事） 

本日は年末の大変お忙しい中、お集まりいただきまして誠にありがとうございます。 

政策推進課新幹線公共交通参事の戸田と申します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

それでは早速ではございますが、ただいまから令和６年度第２回目の北海道新幹線

新八雲（仮称）駅周辺整備推進会議を開催させていただきます。 

はじめに、岩村町長よりご挨拶を申し上げます。 

町長挨拶 （岩村町長） 

皆さんこんにちは。町長の岩村でございます。年末の大変お忙しい中、ご出席いた

だきましてありがとうございます。 

この北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備推進会議では、皆さんといろいろな議

論を進めてまいりました。しかしながら今日の場で、新幹線の開業がまだはっきりし

てしないということであります。2030 年開業ということで、皆さんといろいろと取り

組んできましたけども、これは無駄にならないと思います。来週もまた各機関に要請

いたしますけども、今年度中には開業日がある程度決定できるのではないか、そうい

った期待を持ちながら、2030 年開業から遅れた分、もっと皆さんと知恵を絞りなが

ら、この駅周辺の活性化を促進していきたいと思っております。今日は忌憚のないご

意見をいただきながら進めてまいりたいと思っていますので、よろしくお願い申し上

げまして、挨拶といたします。 

（新幹線公共交通参事） 

次に、本推進会議の会長であります秋松会長よりご挨拶を申し上げます。 

会長挨拶 （会長） 

 どうも皆さん、お寒い中お集まりくださいまして、ありがとうございます。 

本日の会議はご案内のように、新八雲（仮称）駅周辺整備計画（素案）の協議という

ことで、事務局から事前に資料が配布されており、ご覧いただいていることと思いま

す。皆さん方のそれぞれの立場から率直なご意見をいただき、この素案を本日の会議

で、まとめていきたいと思っておりますので、ご協力のほどお願いいたします。 

またお忙しい中、各関係機関からもお集まりいただきまして、ありがとうございま

す。会議の途中でも、会議が終わった後でも結構ですので、ぜひお気づきの点がござ

いましたら、ご指導やご助言のお言葉をいただければ幸いです。よろしくお願いいた

します。簡単ではありますが、開催にあたっての挨拶といたします。どうぞよろしく

お願いします。 

議題（１） 

前回会議の振り返り 

（会長） 

議題（１）前回会議の振り返りについて、事務局から説明をお願いします。 

（事務局） 

事務局の岡島と申します。本日はよろしくお願いいたします。 

まず、資料１ 前回会議の振り返りということで、１ページ目になります。今回で

２回目になりますが、第１回目につきましては、今年の５月14日に行っておりまし
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て、この中では、駅舎のデザインの推薦案の協議や、屋外駐車場、また観光案内施

設、駅周辺整備・ゾーニングイメージについて、議論させていただいたところでござ

います。 

２ページ目は、前回推進会議等の主な意見ということで、こちらは振り返りになり

ますとともに、町の方針について説明をさせていただきます。まず「①駅舎デザイン

推薦書（案）について（報告）」につきましては、前回の会議では特段意見がなかっ

たというところで、推薦書（案）をもとに、今年の６月14日に駅舎デザインを、町長

から北海道新幹線建設局長へ手交させていただいております。次に「②屋外駐車場に

ついて」では、委員から、高架下を駐車場用の歩道として利用できないか検討してほ

しい、というご意見がありました。事務局からは、駐車場自体への歩道の必要性につ

いても検討するというご説明をさせていただきましたが、委員の皆様から、歩道はあ

った方が良い、安全性もしっかり考慮してほしいとお話があり、当時の推進会議とし

ては、高架下を歩道利用しない、あるいはできない場合は、歩道の必要性について十

分検討のうえ取り進めるという要望をつけて、了承いただいたところです。 

こちらについては、５ページになりますが、事務局として、高架下を駐車場用の歩

道として利用できるかどうかについて検討させていただきました。６ページは高架下

のイメージ図の平面図になります。こちらが高架橋で、こちらが駐車場用地となりま

す。高架下で使える部分といたしましては、鉄道・運輸機構からいただいた図面でご

ざいますが、緑の部分が鉄道施設として使う可能性があるということで、歩道として

使えるところが青い部分になります。歩行者の動線としては、緑の矢印のような動き

になるということです。 

７ページを開いていただきまして、実際に高架下を歩道として使うと考えたとき、

こちらは断面になりますが、先ほど説明したとおり、こちらの高架下に鉄道施設が入

ります。歩道として使える部分は、概ね３m～5.6mの幅員があるというところですけ

れど、実際にここを歩道として使う場合は、この高さが約６mありまして、さらに防

雪する壁もなくて、雨や雪が吹き込む恐れがあるというところで、高架下を歩道とし

て使う場合、いずれにしてもピンク色で示しているようなシェルターを整備する必要

があるというところです。高架下を歩道として使うメリットとして、こうしたシェル

ターが必要ないというイメージがあったと思いますが、実際には高さがあるものです

から、いずれにしてもシェルターの整備が必要になるというところで、費用面ではメ

リットが少し小さいというところです。なので町の方針としては、２ページに書いて

いるとおり、高架下は使用しないというところですけれど、以前、歩道の必要性を検

討すべきとの要望がありましたので、駐車場自体には歩道を整備する方針で進めさせ

ていただければと思っております。こちらについては方針の説明が必要だと思い、少

しお時間をかけさせていただきました。 

次に「③観光案内施設について」ですが、以前の資料をお出しします。新八雲（仮

称）駅の配置のイメージということで、この駅舎の中に観光情報発信機能や物販機

能、ギャラリー機能を置けないかということで、事務局の想定で、駅舎の中のスペー

スを使って、観光案内マップやパンフレットを置けないかというお話を以前させてい
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ただいてたんですけども、鉄道・運輸機構さんから、一度協議が必要だというお話が

ありましたので、実際にＪＲ北海道さん、鉄道・運輸機構さんと３者で協議させてい

ただきました。 

先ほどの資料に戻り、２ページ目に協議の結果をこの矢印で記載しています。駅利

用客の動線に支障のない範囲であれば、駅舎のスペースは利用ＯＫですというお話、

またいわゆる壁と一体化する場合は、設計段階から八雲町の費用負担が発生するとい

うお話をいただいています。ただ後付けのものに関しては、駅舎の工事後の協議で問

題なく、時間的にはまだ余裕がありますというお話でした。しかしながら後付けのも

のを設置するにしても、スペースをお借りするということなので、ＪＲ北海道さんへ

の賃借料のお支払いが発生するという点を３者で確認しております。これらを踏まえ

て、駅舎内に設置するものは基本的には後付けのもの（設計段階で費用が発生しない

もの）を基本とする、という方針としております。 

次に３ページ目、「④駅周辺整備・ゾーニングイメージ」についてお示しさせてい

ただきます。前回の資料では、事務局よりこういったゾーニング案を示させていただ

きました。図面左側を、基本的には何も作らないような牧場・牧草地ゾーンで、駐車

場のある側のゾーンを、駐車場と何かしらの機能を備えた施設を配置する、あるいは

町民も利用できるハーブ・野菜等を生産できるゾーンということで案を示させていた

だきました。これを示した上で、委員の皆さんからいただいたご意見を資料にまとめ

ております。前回推進会議で出た主な意見としては、牧歌的風景を残しつつ、体験ゾ

ーンあるいは野菜等の生産ゾーンもあって良いという意見のほか、観光客に向けた商

品やサービスをブラッシュアップしていく必要があるので、とっかかりとしては良い

のではないか、ただし維持・運営・管理にお金がかかるというご心配のご意見もあり

ました。どちらかというと整備に前向きなご意見をいただいた一方で、３つ目以降の

ご意見では、八雲町に既にある様々な施設に誘導して、そこで体験や食を楽しんでも

らった方が良いのではないかという意見や、駅舎から見えるところには施設は無い方

が良いのではないかというご意見もありました。また５月14日の第１回推進会議に出

られなかった委員からも、後日直接お電話等をいただきました。牛を放牧するという

のは非常に課題が多く、生き物を扱うのは大変だというアドバイスをいただいたほ

か、物販や体験コーナーを設けても維持していけるのか、コスト面に関するご意見、

また駐車場整備については極力コスト削減をするというお話を前回させていただきま

したが、駅前の施設を整備するということと矛盾しているのではないかというお話も

いただいています。最後に、未耕作地にならないよう「牧草地」として整備すべきで

はないかというご意見もありました。 

様々なご意見をいただきまして、事務局としてもいろいろ悩み、方針といたしまし

ては、新駅に隣接する施設も含めて、駅周辺への必要な機能の導入に関する検討を進

めていきたいとしております。この新駅の隣接施設については、後ほど詳細に説明さ

せていただきます。前回会議の振り返りは以上です。 

議題（１）に対する意

見等 

（会長） 

ありがとうございました。ただいまの説明では、前回の推進会議において委員の皆
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さんから出された意見、またそれに基づいて事務局で検討した内容を報告しておりま

す。 

なお、隣接施設の整備の内容等につきましては、計画素案の説明の中で事務局から

内容を説明いたします。この部分については素案説明の後にご質問、ご意見をいただ

くということで、それ以外の部分で何かご意見等がございましたらお伺いいたしま

す。 

（委員） 

駐車場から駅へ入るときの歩道について、建物に沿った形で行けるような動線にし

た方が良いと思います。建物から張り出す形で歩道を整備すれば、風のかわし方も効

果的になると思います。 

（事務局） 

駐車場と歩道の図面を計画素案にも掲載しています。また後ほど説明させていただ

きますので、イメージと違いましたらご意見をください。 

（会長） 

そのほか特に意見がございませんでしたら、ただいま事務局から説明した内容のと

おり確認をしたということで、次の議題に入りますが、よろしいですか。 

（一同） 

はい。 

議題（２） 

新八雲（仮称）駅周辺

整備計画（素案）につ

いて 

（会長） 

 次に、議題（２）新八雲（仮称）駅周辺整備計画（素案）について、事務局より説

明をお願いします。 

（事務局） 

 資料２の計画素案ということで、少し厚めの資料になっております。 

１ページに関しては、この計画の背景や目的を記載しておりますので、特段詳細に

は説明いたしません。２ページ以降については、新駅周辺整備方針を検討する上で、

八雲町の現況を整理してございます。２ページでは人口、産業、４～５ページでは農

業の状況、６ページについては漁業の水揚げ高等、要は八雲町の産業等を、数値やグ

ラフとして整理してございます。なのでこの会議では、中身については大きくご説明

いたしません。11ページでは、主な観光地を記載しております。この辺りについても

大きく説明はいたしませんが、もし持ち帰った後に、表現のおかしな点があればアド

バイスをいただければ助かります。同様に、14ページでは、主な特産品を整理してお

ります。16～17 ページでは八雲等の交通体系に関する現状を整理しています。 

18～22 ページについては、新駅周辺の現況を記載しております。23～28 ページで

は、新駅周辺整備に関する高校生のワークショップの実施ということで、こちらにつ

いては令和５年度の推進会議で一度ご報告させていただいている内容でございます

ので、説明は省略させていただきますが、この周辺整備計画にも高校生の意見等をま

とめたものを記載しています。 

29 ページ以降は新駅周辺整備計画になります。29 ページでは八雲町の現況や新駅

周辺の現況、推進会議でいただいた意見を記載しております。30ページでは今後の動
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向として何を注視すべきかを記載しております。31 ページでは、今までの現況整理を

踏まえて、この駅周辺整備の基本コンセプト（案）として、「マナビのマキバ～食育を

テーマに八雲の大地の恵みを世界へ発信～」ということでまとめております。こちら

については、前回の５月 14 日の会議でも一度ご提示した内容をこの計画に盛り込ん

でおります。 

32 ページは、新駅周辺への導入機能ということで、どのような機能が必要かについ

て検討した内容を記載しております。駐車機能については具体的な整備方針を示して

おりますが、それ以外の機能である飲食機能、物販機能、情報発信機能等々について

は、イメージを示しておりまして、具体的な整備案は特に記載していない形にしてご

ざいます。 

33 ページからは駐車機能の具体的な整備方針を示しております。駐車場について

は前回推進会議までにいろいろ意見交換をさせていただきまして、最終的には新駅の

駐車台数を表 3-1 のように整理してございます。平成 30 年度に策定した基本計画の

駐車台数 102 台から拡張ということで 216 台の一般駐車台数を設けるという方針を

考えております。参考に図 3-1 ということで、グラフの横軸に乗車人数（駅で乗る人

の人数）、縦軸にその周辺にある駐車場台数を記載しておりまして、要は新幹線に乗

る人が多ければ多いほど、駐車台数も多いような相関のグラフとなっております。参

考までに新八雲（仮称）駅を緑色のプロット示しています。ただ一部、駅のみの駐車

場ではなく道の駅等の駐車場も含んでいます。赤破線の近似直線を見ると、例えば木

古内駅では乗車人数に対して駐車場台数が大幅に多いという見方になりますが、こち

らは道の駅の駐車場も含んでいるためこのようなプロットになっております。こうし

た面もあるので、単純にこの近似直線に乗れば良いというものではありませんが、参

考として載せております。 

次に 34 ページでは、先ほど稗田委員からもご意見がありましたが、駐車場の配置

検討ということで、基本計画から拡張した駐車場案①と、本線並行案の案②の 2案を

検討しまして、それぞれのメリット、デメリットを記載させていただきました。基本

的には案②の本線並行案の駐車場形状とするということで整理しております。 

次に 35 ページ、こちらが新駅駐車場の配置ということで、図面のオレンジの部分

を歩道としておりまして、先ほど申し上げたとおり高架下は使わないということです

ので、高架橋と並行し、一部屋根付きのような歩道とすることを考えております。 

次に 36 ページ、この駐車場に屋根を付けるか付けないかという議論をさせていた

だきまして、基本的に雪・雨等を防ぐために屋根は欲しいというご意見をいただいて

おりました。全駐車台数に対しておおむね半分程度の屋根を付けるパターンと、４分

の１にするパターンで、概算ではありますが経費を整理してございます。全駐車台数

の半分程度屋根を付けるとなると、金額としては９億 1100 万円の整備費がかかりま

す。全駐車台数の４分の１としたパターンであれば６億 6100 万円程度まで圧縮でき

ます。こういった金額の差がございましたので、当面は新幹線開業後の駐車需要を見

極め、まずは全駐車台数の４分の１を屋根付き駐車場として整備するという方針を記

載しております。また、有料化については新幹線開業後の駐車場の利用状況に応じて
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検討するということで、開業当初は無料とする旨を記載しております。 

37 ページ以降については、先ほど申し上げたとおり具体的な整備案については記

載しておらず、各機能のイメージを記載しております。イメージとして、この機能で

あればこのような内容でどうか、ということを検討するという文言で、計画としては

策定しようと考えています。42 ページまでが機能のお話になっております。 

43 ページでは「新駅隣接施設の検討」について、計画に盛り込みたいと考えており

ます。こちらについては資料「参考 新駅舎隣接施設イメージ」を用いて説明させて

いただきます。 

まず、新駅隣接施設を検討するに至った経緯をご説明させていただきます。事務局

では、普段新幹線を利用していないという現状がありましたので、日帰りで行ける東

北新幹線等の駅を視察させていただきました。そこで感じたこととして、実際には駅

舎内には必要最低限のスペースしかないということ、また駅舎の周辺には自治体が整

備した施設や情報発信機能があり、それらは利用客からすると駅舎と一体化している

ように見えるという部分もありました。実際に歩いたことで、新八雲（仮称）駅にも

そういった施設はあった方が良いと感じまして、こうしたページを付け加えておりま

す。 

参考資料１ページに記載しておりますが、基本計画を策定した際、新幹線の乗降客

に対して必要なサービス機能を整理してございまして、その中では待合スペース、ト

イレ、コインロッカー、各種受付窓口（観光案内、レンタカー、レンタサイクル等）

を記載しておりました。実際にこの新八雲（仮称）駅と同規模と考えられる木古内駅

を視察しましたが、待合スペースやトイレが駅舎内に整備され、待合スペースも最低

限の広さであり、駅舎内にコインロッカーや受付窓口等を配置するスペースがほとん

どないという状況にありました。実際に視察をすると、入り口を入りすぐに改札口が

見えるなど、基本的に駅舎内は利用客の動線のスペースが確保されている程度の広さ

でした。 

２ページは鉄道・運輸機構さんから提供いただいた、新八雲（仮称）駅の現時点の

平面図になります。具体的に記載しておらず少しわかりにくいかもしれませんが、こ

れを見る限り、新八雲（仮称）駅の駅舎内についても、現時点では駅利用者のための

必要最低限のスペースとなるように伺えます。 

隣接施設が仮にあった場合、どういった人の動線となるかについて３ページに記載

しております。矢印の実線部分が想定される動線になりますが、新駅舎の出入口を出

てすぐ隣接施設に入れるような動線になってございます。赤破線の矢印は、高架下の

一部を借地することで、外に出ずに施設に入ることができ、利用者の利便性が上がる

という動線ですが、鉄道・運輸機構さんからは可能性としてはまだ残っているという

説明がありました。しかしながら、現段階ですでに駅舎の設計が進んでおり、仮に赤

破線の矢印のような動線にする際は、設計変更や工事変更が伴い、町の一部負担金が

発生するというお話がございました。いずれにしても、赤破線の矢印の動線を八雲町

として使用する際は、鉄道・運輸機構さんとＪＲ北海道さんと３者で早い段階での協

議が必要になります。要は利便性を取るか、費用を取るかというところです。 
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次に４ページ、隣接する施設に持たせる機能のイメージとしては、観光案内・情報

発信のスペースやレンタカー等の受付窓口、あるいはコインロッカー・トイレ、ＰＣ

作業や飲食可能な待合室と考えております。現時点で施設は２階建てを想定しており

ますが、このような機能を持たせてはどうかと考えております。 

最後に５ページになりますが、この隣接施設を２階建てとするメリットを説明して

います。高校生ワークショップにて今後の将来を担う若い人の意見をいただきました

が、そこで出た意見としては、ガラス張りのレストランやカフェが欲しいという意見、

いわゆる「映える」場所であるフォトスポットが欲しいという意見、また展望台が欲

しいという意見があり、ついては２階建ての施設も可能性があるのではないかという

ことを考えております。例えば眺望のいい２階を待合室として、企業との連携により

「公式・公認」スペースとすることも、隣接施設を作ることで可能となります。そう

した際には企業キャラクター等をそこに設置します。資料では「内容のデザイン」と

書いておりますが、こちら「内装のデザイン」の間違いでございます。内装のデザイ

ンの一部、または全部をその連携した企業に依頼・監修してもらうということも可能

かと考えております。実際に駅舎を視察した際に、若干のトラブルに巻き込まれまし

て２時間半程度駅で待たされたということもありましたが、そういったことも想定

し、無人カフェということで、ケーキや挽きたてコーヒーの自動販売機等の設置につ

いても考えております。また牧歌的な風景というところが大前提とあるわけですが、

屋上側に大きな窓を設けることで、牧歌的な風景の眺望を確保しつつ、企業と連携し

たキャラクターと写真撮影ができるようなフォトスポットの設置という可能性も出

てくるのではないかというところで、○○テラスや○○ラウンジといった名称で、企

業と連携した新たな観光スポットを設置できる可能性があるのではないかと思い記

載させていただきました。イメージとしては、図のような大きなガラス張りの展望に

して、キャラクターを置くような場所があれば面白いのではないかと考えておりま

す。参考資料の説明は以上となります。 

それでは計画に戻ります。先ほどは 43 ページ、新駅隣接施設の検討について説明

させていただきました。 

次に 44 ページについては、土地利用ゾーニングということで、以前の推進会議で

も示させていただきましたので具体的には説明いたしませんが、あえて「ペコちゃん」

という文言を使わせていただきまして、ペコちゃん牧場ゾーン、観光交流・生産ゾー

ン、あるいはこの計画で初めて出しますが、広場・緑地ゾーンを記載してございます。 

具体的には、45ページにゾーニング案を示してございます。濃い緑のペコちゃん牧

場ゾーン、観光交流・生産ゾーンに関しては以前と同じようなゾーニングをしてござ

います。新たにこの計画に入れているものとしては、いわゆる駅裏、図面上左側にあ

る音名川と一体として、薄緑のゾーンを広場・緑地ゾーンということで、駅周辺の豊

かな自然を感じられるよう、将来的な環境整備を検討ということで記載してございま

す。新幹線駅周辺の豊かな自然環境を楽しめる広場・緑地空間や、八雲町の文化を体

験できる空間等の整備を将来的に検討していくゾーンということで、新たに設けてお

ります。 
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こういったゾーニングを踏まえ、47ページにパースを掲載しております。前回提示

させていただいたパースから若干変更しております。変更箇所といたしましては、ペ

コちゃんのキャラクターを追加したほか、駅舎出入り口に白い箱がありますが、２階

建ての隣接施設を想定した場合のイメージを描いております。 

最後に、48ページに今後の課題を記載しております。記載しているとおりではござ

いますが、最後の【社会経済状況の変化に応じた計画の見直し】をご説明させていた

だきますと、当初の開業時期である 2030 年度であれば、この計画策定から６年後の

開業予定であったというところですが、開業延期によりこの計画策定から 10 年程度

は経過することが想定されます。昨今の社会情勢、世界情勢の変化や、技術革新も激

しいというところもありまして、この計画の内容については適切な時期に柔軟に見直

していく旨を、締めとして記載しております。柔軟に状況を見ながら、八雲町にとっ

て最適な駅周辺整備計画になるように見直していくことが必要だと考えております。 

この素案の説明は以上になりますが、この推進会議で了承いただいた後は、年明け

１月に議会の常任委員会で報告させていただき、その後２月のパブリックコメントを

受けて計画策定といたします。この計画に対して、忌憚のないご意見をいただければ

と思いますので、よろしくお願いいたします。以上で説明を終わります。 

議題（２）に対する意

見等 

（会長） 

今までの推進会議で協議してきた内容に基づいて、この素案が出されております。

ただ事務局の説明のように、隣接施設についてはこれまで説明しておりませんでした

ので、別立てで説明をして、これを素案に盛り込みたいという提案でございました。 

協議につきましてはできるだけこの計画素案の部分、いわゆる29ページ以降の第３

章、新駅周辺整備計画の内容に絞ってご質問、ご意見等を受けたいと思っておりま

す。 

ご意見を受ける前に、「参考 隣接施設イメージ」の３ページについて、高架下を

借地するように変更した場合は町の負担が発生すると、先ほど事務局から説明があり

ました。本日は鉄道・運輸機構さんにご出席いただいておりますので、負担がどの程

度になるか、わかる範囲で結構ですので、ご説明をお願いしたいと思います。 

（鉄道・運輸機構 阿部建築第二課長） 

鉄道・運輸機構の阿部と申します。よろしくお願いいたします。 

先ほどのご質問は、高架下を利用した場合の費用負担に関するご質問だったと思い

ますけれども、高架下空間については「資料1 前回推進会議の振り返り」に記載の

とおり、鉄道施設が配置されるというところがありますので、施設を設けることは難

しいです。またどのような都市施設が来るかにもよりますけれど、駅舎と合築となる

と、やはり面積が大きくなってくる。例えば面積が大きくなると消防施設が増える。

そうなると、やはり町に負担を求めることになりますので、ご了承いただければと思

います。 

（会長） 

要するに内容によっては、いろいろと変わってくるということですか。例えば、駅

舎については実施設計が進められておりますよね。 
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（鉄道・運輸機構 阿部建築第二課長） 

そうですね。設計についても今年度固めるべく、今最終の締めを進めております。 

（会長） 

もしこの施設から出入りをするような形になると、設計変更が伴うわけですね。 

（鉄道・運輸機構 阿部建築第二課長） 

そうですね。設計の手直しがかかりますので、それほど大きくはありませんが、数

百万円、数十万円は掛かります。 

（会長） 

設計が進行中のなか、急に手直しをするということになると、いろいろな手続きや

費用がかかってくる。そのような理解でよろしいでしょうか。 

（鉄道・運輸機構 阿部建築第二課長） 

はい。 

（会長） 

ありがとうございます。 

そういったことも含めてでありますが、委員の皆さんから何かご意見、ご質問をい

ただきたいと思います。 

（委員） 

駅の高架下について、参考資料３ページの図面では「駅後方室」とありますが、こ

れはどのような利用がなされるのでしょうか。 

（鉄道・運輸機構 阿部建築第二課長） 

駅後方室は、駅員さんが仮眠や打合せをするなど、駅員さんが使われる部屋になっ

ています。 

（委員） 

では、そんなに広くはないんですね。 

（鉄道・運輸機構 阿部建築第二課長） 

はい。イメージでいうと、図面の柱と柱の間隔が約12mなので、それほど大きくは

ないと思います。 

（委員） 

 駅後方室を少しずらして、その分を広く利用することはできないのでしょうか。 

（鉄道・運輸機構 阿部建築第二課長） 

ＪＲ北海道さんとの協議にもよりますし、セキュリティや使い勝手といった面もあ

りますので、難しいかもしれません。 

（委員） 

わかりました。ありがとうございます。 

45ページにゾーニング案がありますが、「ペコちゃん牧場ゾーン」は現在農家の方

に利用されているんですか。デントコーンなどが栽培されていたと思います。それと

も耕作地は放棄されているのでしょうか。 

（事務局） 

現時点で耕作はしている状況でございますが、「ペコちゃん牧場ゾーン」に関して
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は町で土地を取得したいと考えておりました。購入後については記載しているとお

り、基本的には牧場にしたいと考えております。 

（委員） 

なぜ確認したかというと、現状ではオオハクチョウの休息地になるんです。工事中

にもだいぶ来ていまして、このようにオオハクチョウが駅の近くで見られる場所がな

いんです。それを考えると、現状の耕作地を維持しておいた方が良いのではないかと

思います。 

（事務局） 

ご意見として参考にさせていただきますが、現在耕作しているからオオハクチョウ

が来ているものなのでしょうか。牧場にすると来なくなってしまうのでしょうか。 

（委員） 

そうです。休息地として利用しているので。 

（会長） 

デントコーン畑があるからオオハクチョウが来られているという認識でしょうか。

事務局でそのあたりも参考に検討していくという事でよろしいでしょうか。 

（委員） 

現状からできるだけ変わらないようにしていただきたいです。 

（会長） 

 要望という事で承りました。 

（委員） 

45ページと47ページの図面を見ながら質問させていただきます。 

47ページのパースのイメージで整備されるという事でしょうか。現在この場所は町

が所有しているのですか。 

（事務局） 

全て民有地になっています。 

（委員） 

将来的に町が購入し、このような形にしたいという意向があるのでしょうか。 

（事務局） 

このような形で検討を進めていきたいと考えています。ただ現時点で、全くこのパ

ースの通りに整備していくという想定はしておりません。先ほど隣接施設への導入機

能を説明させていただきましたが、こちらにいろいろな機能が入るのであれば、パー

ス上の建物も小さくなる、あるいはなくなる可能性ももちろんございます。今の段階

ではこのパースと通りにするという意向は無く、あくまでも計画上であり、このよう

な形で検討していくというところです。 

（委員） 

このパースで、駅へ向かう道路の左側の広い部分ですけれども、まずペコちゃんの

オブジェは要らないと思います。それからサイロは、いかにも牧歌的という雰囲気が

あるのだと思いますが、ただ塔を建てるだけなのでしょうか。 

手前の「ペコちゃん牧場ゾーン」について、前回の会議でもお話ししたと思います
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が、大体５月から11月ぐらいまでしか牛を放せません。牛を放すということ、生き物

を扱うということは、餌を食べるということもあるし、逃げることもあります。その

ようなときに管理する人、管理する建物、それから餌です。この青草だけで全て済む

ものなのかどうか。このように色々なことを考えたときに、駅前に広い牧屋があると

いうだけで私は十分だと思います。 

いわゆる商業施設や写真映えのするところは、ここへ来るまでにいくらでもあるわ

けです。八雲だから、北海道だからということをイメージアップで持っていくのであ

れば、ここにはむしろ何も置かないで、広い空間というものをプッシュしてはいかが

でしょうか。 

木古内駅をご覧になったというお話ですが、確かに駅舎の中は利用者の最低限の利

便性を図るということで十分だと思いますし、この隣接施設についても、確かに受付

などの機能を持たせる意味ではあった方が良いと思いますが、極力いろいろなものは

作らないという方向で進めていただいた方が良いと思います。そして牧歌的な風景を

見るのでしたら、道路を出てちょっとカーブを曲がれば、すぐに放牧されている牛が

いますし、町内には色々な体験施設もある。そういうところを十分に活かしていった

方が良いと思います。 

また青森の方から何年か前に、新青森駅では青森市街地へ観光客を誘導するように

考えているので、新青森駅の周辺には余計なものは作らないと聞いたことがありま

す。新青森駅は一時、始発終着駅でした。今の新函館北斗駅もそうです。必ず人の乗

り降りがあります。新八雲（仮称）駅の場合はそうではなく、通過駅の一つです。だ

からこの新幹線駅に、八雲のあらゆる可能性を持たせ、この駅だけに責任を負わせる

ものではないと思います。むしろ町内や道南の他地域に、こういう施設があります

よ、こういう体験ができますよということを十分に案内できる形にしていただいた方

が良いのではないかと思います。 

企業の協力を得るというお話もありますが、このようなことに興味を示している企

業はあるのでしょうか。 

（事務局） 

沢山のご意見ありがとうございます。企業の話に関しては、具体的にはまだ何もあ

りません。ただ現在連携している企業もあるものですから、今後検討を進めるのであ

れば、企業ともお話をしていきたいということを考えていました。 

牛のお話については、私も元酪農でしたので、十分におっしゃることは理解してお

ります。ただ今回の素案につきましては、駅周辺整備計画すべてを具体化するところ

にまで至っておりません。基本計画策定時からの「牧場の中にある駅」というコンセ

プトを踏まえ、今回もペコちゃん牧場というイメージ作りをしてきました、牛を放す

ということも難しいのではないかと思うのですが、何らかの牧場というイメージを感

じとれるような駅周辺整備ができたらと考え、今回の素案のような形にさせていただ

きました。 

新青森駅のお話もありまして、街中に誘導ということで、新八雲（仮称）駅も二次

交通が全くない場所ですので、今後考えていかなければならないと思っていますし、
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二次交通への乗り換えの際の待ち時間も生じてくる、その間に観光情報の案内ができ

ればという意味合いも込めて、隣接施設についても考えていきたいと思っておりま

す。 

（委員） 

二次交通の話が出ていましたが、新幹線から降りたところで、目的地に行く手段が

タクシー、バス、レンタカー等というパターンになると思いますが、では10年後にバ

スを新八雲（仮称）駅まで引っ張ってこられるかと言ったら、今ですら運転手が足り

ないのに、どうするのかという心配があります。ただその上で、乗り換えまでの時間

がたっぷりあると想定されることを思うと、何か楽しめるものがあっても良いという

気持ちもあります。今回は開業時期が延びているので、本州から北海道へ新幹線で来

る場合の目的や二次交通手段や、ポツンとある駅に降りて実際に観光客は何を楽しみ

たいのかなど、色々な情報を改めて調査しておかなければ、なかなか戦略を検討して

いくことは難しいと思います。もちろん建物を建てれば整備費や維持管理費もかかる

ので、できれば整備したくないという気持ちもありますが、ひょっとしてそのような

可能性があるのであれば、楽しめるものがあっても良いのではないかと思いました。 

駅周辺整備と話が逸れてしまうかもしれませんが、本州の新幹線では、走行中に数

字の「727」だけが書かれている看板が見えるんです。興味本位で数字を調べるとそ

の企業がわかるという戦略です。八雲町に興味を持ってもらう戦略として、本州を走

行中に大きな看板があって、そこに謎の数字が掲載してあって、調べると八雲町の観

光情報が出てくるなどを、勝手ではありますがイメージしています。10年後だと結

局、紙からスマホ、もっと違う媒体に移行していると思います。そうするとパンフレ

ットを設置することが本当に良いのか、もっと別の手段へと大きく変わると思います

ので、ゆとりを持って検討していく必要があると思います。 

（会長） 

31ページの整備方針３「まちなかや観光地までの交通ネットワークの形成」では二

次交通の整備等について記載されておりますが、こちらに対して、もっと充実させる

ためのご意見かと伺いました。事務局の方で回答はありますか。 

（事務局） 

開業が延びたことにより、色々と調査・勉強等をして、この八雲町にあったものが

何かを探す時間があるというところで、まだ要求段階ではございますが、来年度に公

共交通の先進地等への視察を考えています。これは駅に対する二次交通という側面も

ありますし、八雲町全体の公共交通の体系を検討するという側面もあります。ドライ

バーの高齢化問題があるなか、自動運転やMaaS、SAVSといった交通体系もございます

ので、そうしたところにしっかりアンテナを張り、情報を得て、この八雲町に何を適

用させるか、どのような駅の二次交通にするかということを、来年はしっかり学んで

いく年にしたいと考えてございます。 

開業が10年先になり、紙媒体ではなくスマホが当たり前になるほか、現在でも既に

ＱＲコードを読み込むとパンフレットが出てくるというものもありますので、そうい

ったところも含めて、調べるだけではなく実際に足を運んでみることが非常に大事だ
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と考えておりますので、こうしたことを行っていきたいと考えております。 

（委員） 

パース上のペコちゃんの人形は、恐らくフォトスポットの位置の目印として配置さ

れたのだと思います。ペコちゃんの人形が、駅の壁にある「ＪＲ新八雲（仮称）駅」

という表示に近いと、同じ画面内に映るよう撮影できるかもしれません。 

（会長） 

貴重なご意見をありがとうございました。フォトスポットに関するご意見をいただ

きました。そのほかご意見等はございますか。 

（委員） 

観光交流・生産ゾーンについて、旭川市では北邦野草園という、地域に生育してい

る色々な植物が見られる植物園があります。同じように、八雲町の草花を確認できる

ゾーンを作っても良いのではないかと思います。季節別に八雲町の植物が見られるよ

うになるかと思います。 

また広場・緑地ゾーンでは、観光客のほか、地元の小中学生が八雲町の自然に触れ

られるような整備を考えた方が良いのではないかと思います。鮭が遡上する様子も見

えますし、それを狙うオオワシも観察できます。そのような場所としてうまく活用し

ていけば、他のまちにないようなものが得られると思います。地元の教育と合わせ

て、八雲町の自然を紹介するような場所にされてはどうかと思います。 

（会長） 

アイデア提供ということで承りたいと思います。その他ご意見等はございますでし

ょうか。 

（委員） 

45ページのゾーニング案で、白破線で囲まれている範囲は、民間の土地と考えて良

いのでしょうか。現在民間の建物があると思われますが、八雲町の市街地から来た時

に、一番初めに新幹線の駅が見えるのではなくて、この建物が邪魔になり、駅が見え

辛いのではないかと思います。この場所の購入予定はあるのでしょうか。 

（事務局） 

現状ある建物に関しての移転保障は、町として現段階では考えてございません。今

ある建物は開業後も同じように残ることを想定し、こういったパースにしてございま

す。 

（委員） 

多少駅が見え辛くなっても、このままでいこうという考えでしょうか。 

（事務局） 

事務局としては、駅を見せるのではなく、駅を降り立った際の風景を見せるような

イメージを持っております。フォトスポットのお話もありましたが、キャラクターと

駅を撮るのではなく、キャラクターと広大な牧場を撮ってもらうというイメージでご

ざいました。ただ、ご意見については承らせていただきます。 

（委員） 

新幹線の高架下利用について再度確認したいのですが、投雪開口設置範囲はずらす
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ことはできないんですか。 

（委員） 

ずらす場合、線路もずらさなければならないと思います。 

（鉄道・運輸機構 阿部建築第二課長） 

線路の脇にずっと穴が開いていて、雪を落とすという構造をしていますので、おっ

しゃる通り、線路がある場所には基本的に雪を落とすことになります。 

（会長） 

ただいま委員の皆さんから、いろいろと貴重な意見がございました。 

この計画素案につきましては、事務局から説明があったように、今後の経済情勢や社

会情勢の変化、またいつ開業できるか分からないという状況の中で、柔軟に見直しを

していくということを記載してございます。 

良い駅周辺整備が果たされるよう、本推進会議での意見を十分参考にしていただく

ように事務局に要望するとともに、この素案を本推進会議として承認するという形で

まとめたいと思いますが、いかがでしょうか。 

（一同） 

はい。 

（会長） 

ありがとうございます。では、そのように決定させていただきます。 

閉会 （会長） 

今日は、皆様のご協力もございまして、この駅周辺整備計画素案を無事にまとめる

ことができました。本当にありがとうございました。 

以上をもちまして、本日の推進会議を閉会といたします。どうもありがとうござい

ました。 

 


